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219備えて安心備えて安心備えて安心 ～南海トラフ地震などあらゆる災害への備え～～南海トラフ地震などあらゆる災害への備え～

○お問い合わせ 【本庁】情報防災課　蕁43―2188　　【佐賀支所】地域住民課 蕁55―3111

ＬＩＮＥで停電情報をお知らせします
　四国電力送配電のＬＩＮＥ公式アカウントでは、停電情報を知りたい地域を事前に登
録することで、停電の発生時や復旧時に自動で情報を受信できるサービスを提供し
ています。
　登録・利用は無料ですので、万が一に備えてぜひご活用ください。
※データ通信料は個人負担となります。

ご存じですか？被災建築物応急危険度判定
　被災建築物応急危険度判定とは、地震で被災した建物について、余震で倒壊するなどの危険性
を判定して表示を行うものです。国や地方公共団体、建築関係団体などが連携し、被災地域に判
定士を派遣して判定を行います。
　大きな地震が起きると建物は少なからずダメージを受け、倒壊は免れていても耐震性が低下す
るなどの影響を受けている可能性があります。こうした建物は、その後の余震による倒壊や部材
の落下が人的被害につながるおそれもあるため、被災者がそのまま家にいていいのか、避難所に
避難した方がいいのかなどを判断するために行うものです。

　その他、地震発生後の建物に関する判定には次のようなものがあります。

　また、宅地に対しても災害時の応急対策として危険度を判定する制度があります。

　それぞれの目的をご理解いただき、判定のための調査の際にはご協力くださいますようよろし
くお願いします。

四国電力送配電
ホームページ

（赤）

この建物に立ち入ることは
危険です。

この建物に立ち入る場合は
十分に注意してください。

この建物は使用可能です。

（黄） （緑）

判定結果は3種類のステッカーを建物の出入口などに貼り付けて表示します。ステッカーはそれぞれA3サイズです。

■住家被害認定 「り災証明書」を発行する目的で被害程度を認定するもの

■被災宅地危険度判定
地震や降雨などによる宅地災害が広範囲に発生した後に、二次災害を防ぐ目的
で被害状況を把握して宅地の危険度を判定するもの
※降雨災害にも対応するところが建物の応急危険度判定と違います。

■被災度区分判定
建物の復旧対策を検討する目的で応急危険度判定後に建物の被災度を詳細に
判定するもの


